
公的資金補償金免除繰上償還に係る公営企業経営健全化計画

Ⅰ　基本的事項

１　事業の概要 特別会計名：芦安農業集落排水事業特別会計

注１　事業を実施する団体が一部事務組合等（一部事務組合、広域連合及び企業団をいう。以下同じ。）の場合

　　は、「団体名」欄に一部事務組合等の名称を記載し、「構成団体名」欄にその構成団体名を列記すること。

　２　「職員数」欄には、当該事業に従事する全職員数を記載すること。

２　財政指標等

財政力指数※

実質公債費比率※ （％）

経常収支比率※   （％）

注　平成17年度（又は平成18年度）の公営企業決算状況調査、地方財政状況調査等の報告数値を記入すること。

　なお、財政力指数、実質公債費比率及び経常収支比率は、当該事業の経営主体である地方公共団体の数値を

　記載し、当該事業が一部事務組合等により経営されている場合は、その構成団体の各数値を加重平均したも

　のを記載すること。（ただし、旧資金運用部資金及び旧簡易生命保険資金について対象としない財政力1.0

　以上の団体の区分については構成団体の中で最も低い財政力指数を記載すること。）

３　合併市町村等における公営企業の統合等の内容

注１　「新法による合併市町村、合併予定市町村」とは、市町村の合併の特例等に関する法律（平成16年法律

　　第59号）第２条第２項に規定する合併市町村及び同条第１項に規定する市町村の合併をしようとする市町

　　村で地方自治法（昭和22年法律第67号）第７条第７項の規定による告示のあったものをいう。

　２　「旧法による合併市町村」とは、市町村の合併の特例に関する法律（昭和40年法律第６号）第２条第２

　　項に規定する合併市町村（平成７年４月１日以後に同条第１項に規定する市町村の合併により設置された

　　ものに限る。）をいう。

４　公営企業経営健全化計画の基本方針等

　注　計画期間については、原則として平成19年度から23年度までの５か年とすること。

南アルプス市

既存計画との関係

団　　体　　名※

構成団体名

累積欠損金   （百万円）

不良債務     （百万円）

資本費

計画策定責任者

公表の方法等

南アルプス市長　今沢　忠文

利益剰余金又は積立金（百万円）

143円(H18) 136

資金不足比率    （％）

85.9(H18)

0.600(H18)

事　　業　　名

事業開始年月日 平成8年1月1日 地方公営企業法の適用・非適用

職員数※  (H19. 4. 1現在)

農業集落排水施設

□適　用　 □非適用

公営企業債現在高（百万円）

0

計 画 期 間

　□　新法による合併市町村、合併予定市町村における公営企業の統合等の内容
　□　旧法による合併市町村における公営企業の統合等の内容
　□　該当なし

　３　□にレを付けた上で内容を記載すること。

〔合併期日：平成15年4月1日　合併前市町村：八田村、白根町、芦安村、若草町、櫛形町、甲西町 〕

　合併前に芦安村のみで実施していた事業であり、そのまま新市に引き継がれた

内　　　容

計 画 名

別添２

17.1(H19)0

基 本 方 針

区　　分

○地域の環境保全や快適な市民生活を確保するため、公共下水道事業
　を中心に農業集落排水施設など地域の実情に応じた効率的な下水施
　設の整備を進める。

南アルプス市農業集落排水事業経営健全化計画

平成19年度から平成23年度

南アルプス市総合計画(H17～H26)

南アルプス市議会への報告等(Ｈ２０年３月予定）

レ

レ



Ⅰ　基本的事項（つづき）

５　繰上償還希望額等

補償金免除額

注　「旧資金運用部資金」の「補償金免除額」欄は、各地方公共団体の「繰上償還希望額」欄の額に対応する額として、計画提出前の一定基準

　日の金利動向に応じて算出された予定額であり、各地方公共団体の所在地を管轄とする財務省財務局・財務事務所に予め相談・調整の上、確

　認した補償金免除(見込)額を記入すること。

６　平成１９年度末における年利５％以上の地方債現在高の状況

【旧資金運用部資金】

【旧簡易生命保険資金】

【公営企業金融公庫資金】

注１　地方債計画の区分ごとに記入すること。

　２　必要に応じて行を追加して記入すること。
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4,772 1,728 0 6,500

6,5004,772 1,728 0

(単位：千円)
年利５％以上６％未満
(平成21年度末残高）

年利６％以上７％未満
（平成21年度末残高）

年利７％以上
(平成20年度9月期残高) 合　　計

0

17,416

17,416

0

12,697

4,719

4,719

(単位：千円)
年利５％以上６％未満
(平成21年度末残高）

年利６％以上７％未満
（平成20年度末残高）

年利７％以上
（平成19年度末残高）

合　　　計　　　　 (A)

事業債名

公
営
企
業
債

合　　　計　　　　 (B)

下水道事業

(単位：千円)
年利５％以上６％未満
(平成20年度9月期残高)

年利６％以上７％未満
(平成20年度9月期残高)

年利７％以上
(平成19年度末残高) 合　　計

0 0 0

公営企業で負担するもの (A)-(B) 12,697 4,719 0

合　　　計　　　　 (B)

公営企業で負担するもの (A)-(B)

6,500

合　　　計　　　　 (B) 0 0 0

公営企業で負担するもの (A)-(B) 4,772 1,728 0

年利５％以上６％未満 年利６％以上７％未満 年利７％以上

0

0

17,416

合　　計

12,697

旧 資 金 運 用 部 資 金
13 5 0繰上償還希望額

繰上償還希望額

18

2 1 0 3

繰上償還希望額

(単位：百万円)

合　　計区　　　分

7公営企業金融公庫資金 5 2

旧簡易生命保険資金



Ⅱ　財務状況の分析

区　　分

財 務 上 の 特 徴

課 題 ①

課 題 ②

課 題 ③

課 題 ④

課 題 ⑤

留 意 事 項

注１　「財務上の特徴」欄は、事業環境や地域特性等を踏まえて記載すること。また、経営指標等につ

　　いて経年推移や類似団体との水準比較などを行い、各自工夫の上説明すること。

　２　「経営課題」欄は、料金水準の適正化、資産の有効活用、給与水準・定員管理の適正合理化、維

　　持管理費等サービス供給コストの節減合理化、資本投下の抑制、民間的経営手法等の導入等、団体

　　が認識する経営上の課題について、優先度の高いものから順に記載する。また、経営課題と認識す

　　る理由を類似団体等との比較を交えながら具体的に説明すること。

　３　「留意事項」欄は、「経営課題」で取り上げた項目の他に、経営に当たって補足すべき事項を記

　　載すること。

　４　必要に応じて行を追加して記入すること。

経 営 課 題

内　　　　容

当事業を実施しています芦安地区は急峻な山間部の麓に位置し、総面
積の９７％が森林であり、世帯数１９２世帯・人口４２０人の少数地
域であり老齢化も進んでいて今後も人口増加は望めない地域でもあり
ます。平成１５年の合併前より使用料については定額制としていて、
事業としては、ほぼ完了（建設改良等）しており公共マスの設置等も
概ね完了しています。

維持管理費の見直し

　処理場の維持管理委託業務についてはH17～18年度にかけて委託料の減額
を行った。



Ⅲ　今後の経営状況の見通し（②法非適用企業）

（１）収益的収支、資本的収支

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

（計画前５年度） （計画前４年度） （計画前３年度） （計画前々年度） （計画前年度） （計画初年度） （計画第２年度） （計画第３年度） （計画第４年度） （計画第５年度）

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） ( 決 算 見 込 )

１ (A) 15,469 16,684 17,211 15,592 14,953 14,954 14,955 14,956 14,957 14,958

（１） (B) 4,023 4,756 4,495 4,199 4,453 4,454 4,455 4,456 4,457 4,458

ア 4,023 4,756 4,495 4,199 4,453 4,454 4,455 4,456 4,457 4,458

イ (C)

ウ

（２） 11,446 11,928 12,716 11,393 10,500 10,500 10,500 10,500 10,500 10,500

ア 11,323 11,726 12,715 11,392 10,499 10,499 10,499 10,499 10,499 10,499

イ 123 202 1 1 1 1 1 1 1 1

２ (D) 24,875 16,305 17,591 15,597 14,377 14,377 14,377 14,377 14,377 14,377

（１） 11,655 7,922 9,978 8,549 7,776 7,776 7,776 7,776 7,776 7,776

ア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

イ 11,655 7,922 9,978 8,549 7,776 7,776 7,776 7,776 7,776 7,776

（２） 13,220 8,383 7,613 7,048 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601

ア 13,220 8,383 7,613 7,048 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601

イ

３ (A)-(D) (E) -9,406 379 -380 -5 576 577 578 579 580 581

１ (F) 25,100 17,350 13,908 9,708 8,059 8,059 12,778 20,756 8,059 8,059

（１） 0 0 0 0 0 0 4,719 12,697 0 0

（２） 17,150 13,808 9,608 7,859 7,859 7,859 7,859 7,859 7,859

（３）

（４）

（５）

（６） 100 200 100 100 200 200 200 200 200 200

（７） 25,000

２ (G) 17,428 17,150 13,808 9,608 7,859 5,983 12,985 24,260 6,875 7,201

（１） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２） (H) 17,428 17,150 13,808 9,608 7,859 5,983 12,985 24,260 6,875 7,201

（３）

（４）

（５）

３ (F)-(G) (I) 7,672 200 100 100 200 2,076 -207 -3,504 1,184 858収 支 差 引

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

そ の 他

工 事 負 担 金

そ の 他

収 支 差 引

資 本 的 収 入

地 方 債

そ の 他

資 本 的 支 出

総 収 益

営 業 収 益

受 託 工 事 収 益

料 金 収 入

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

営 業 外 費 用

支 払 利 息

う ち 一 時 借 入 金 利 息

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

収
　
益
　
的
　
収
　
支

資
　
本
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

収
益
的
支
出

資
本
的
収
入

資
本
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用



（単位：千円，％）

年　　　　　　度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

（計画前５年度） （計画前４年度） （計画前３年度） （計画前々年度） （計画前年度） （計画初年度） （計画第２年度） （計画第３年度） （計画第４年度） （計画第５年度）

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） ( 決 算 見 込 )

(E)+(I) (J) -1,734 579 -280 95 776 2,653 371 -2,925 1,764 1,439

(K) 383 1 1 1 1 1 1 1 1 1

(L) 2,119 558 277 355 1,130 3,782 4,152 1,226 2,989

(M)

(N) 2 578 277 371 1,130 3,782 4,152 1,226 2,989 4,427

(O)

(P) 2 578 277 371 1,130 3,782 4,152 1,226 2,989 4,427

(Q)

(Q)

(B)-(C)

(A)

(D)+(H)

(B)-(C) (S) 4,023 4,756 4,495 4,199 4,453 4,454 4,455 4,456 4,457 4,458

191,541 167,741 153,931 144,324 136,465 130,482 122,216 110,653 103,778 96,577

191,541 167,741 153,931 144,324 136,465 130,482 122,216 110,653 103,778 96,577

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）他会計繰入金

年　　　　　度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

（計画前５年度） （計画前４年度） （計画前３年度） （計画前々年度） （計画前年度） （計画初年度） （計画第２年度） （計画第３年度） （計画第４年度） （計画第５年度）

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） ( 決 算 見 込 )

11,323 11,726 12,715 11,392 10,499 10,499 10,499 10,499 10,499 10,499

1,148 2,653 2,578 2,385 2,385 2,385 2,385 2,385 2,385 2,385

10,175 9,073 10,137 9,007 8,114 8,114 8,114 8,114 8,114 8,114

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10,175 9,073 10,137 9,007 8,114 8,114 8,114 8,114 8,114 8,114

0 17,150 13,808 9,608 7,859 7,859 7,859 7,859 7,859 7,859

0 1,684 1,769 1,592 1,953 1,953 1,953 1,953 1,953 1,953

0 15,466 12,039 8,016 5,906 5,906 5,906 5,906 5,906 5,906

0 15,466 12,039 8,016 5,906 5,906 5,906 5,906 5,906 5,906

収 支 再 差 引

積 立 金

前 年 度 か ら の 繰 越 金

70.436.6 49.9

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

形 式 収 支

黒 字

赤 字

実 質 収 支

(N)-(O)

前 年 度 繰 上 充 用 金

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益

54.7 38.7）

）×100

×100収 益 的 収 支 比 率 （

赤 字 比 率 （

69.354.8 61.9 67.2 73.4

(J)-(K)+(L)-(M)

企 業 債 現 在 高

積 立 金 現 在 高

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 金 不 足 比 率 ((R)／(S)×100)

地 方 財 政 法 施 行 令 第 20条 第 １ 項 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

(R)

（単位：千円）

うち料金収入に計上すべき繰入等

う ち 赤 字 補 て ん 的 な も の

う ち 赤 字 補 て ん 的 な も の

うち建設改良費・準建設改良費に係るもの

う ち そ の 他 に 係 る も の

収 益 的 収 支 分

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金



（３）経営指標等

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
（計画前５年度） （計画前４年度） （計画前３年度） （計画前々年度） （計画前年度） （計画初年度） （計画第２年度） （計画第３年度） （計画第４年度） （計画第５年度）

（ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） (決算見込)

資金不足比率 (％) (再掲)

料金回収率※ (％) 9.5 14.2 14.3 16.6 20.1 20.1 20.1 20.1 20.1 20.1

総収支比率（法適用） (％)

経常収支比率（法適用） (％)

営業収支比率（法適用） (％)

累積欠損金比率（法適用） (％) (再掲)

収益的収支比率（法非適用） (％) (再掲) 36.6 49.9 54.8 61.9 67.2 73.4 54.7 38.7 70.4 69.3

(％) (再掲)

(％) 73.2 70.3 73.9 73.1 70.2 70.2 70.2 70.2 70.2 70.2

うち基準内繰入金 (％) 7.4 15.9 15.0 15.3 15.9 15.9 15.9 15.9 15.9 15.9

うち基準外繰入金 (％) 65.8 54.4 58.9 57.8 54.3 54.3 54.3 54.3 54.3 54.3
　うち料金収入に計上すべき繰入等 (％)
　うち赤字補てん的なもの　　　　 (％) 65.8 54.4 58.9 57.8 54.3 54.3 54.3 54.3 54.3 54.3

(％) 98.8 99.3 99.0 97.5 97.5 61.5 37.9 97.5 97.5

うち基準内繰入金 (％) 9.7 12.7 16.4 24.2 24.2 15.3 9.4 24.2 24.2

うち基準外繰入金 (％) 89.1 86.6 82.6 73.3 73.3 46.2 28.5 73.3 73.3
　うち赤字補てん的なもの　　　　 (％) 89.1 86.6 82.6 73.3 73.3 46.2 28.5 73.3 73.3

注１　上記の各指標の算出方法については、次のとおりであること。

 　 (1) 資金不足比率（％）

 　　 ア　地方公営企業法適用企業の場合＝地方財政法施行令第19条第１項により算定した資金の不足額／（営業収益－受託工事収益）×１００

 　　 イ　地方公営企業法非適用企業の場合＝地方財政法施行令第20条第１項により算定した資金の不足額／（営業収益－受託工事収益）×１００

 　 (2) 総収支比率（％）＝総収益／総費用×１００

 　 (3) 経常収支比率（％）＝経常収益／経常費用×１００

 　 (4) 営業収支比率（％）＝（営業収益－受託工事収益）／（営業費用－受託工事費用）×１００

 　 (5) 累積欠損金比率（％）＝累積欠損金／（営業収益－受託工事収益）×１００

 　 (6) 収益的収支比率（％）＝総収益／（総費用＋地方債償還金）×１００

 　 (7) 不良債務比率(又は赤字比率)（％）＝不良債務（又は実質赤字額）／（営業収益－受託工事収益）×１００

 　 (8) 繰入金比率（％）＝収益的収入に属する他会計繰入金（又は資本的収入に属する他会計繰入金）／収益的収入（又は資本的収入）×１００

　２　上記指標のうち「料金回収率」は、水道事業（簡易水道事業を含む）、工業用水道事業及び下水道事業（下水道事業にあっては使用料回収率）について記載すること。

 　 (1) 水道事業、工業用水道事業に係る料金回収率の算出方法

 　　 ・料金回収率（％）＝供給単価※1／給水原価※2×１００

　　　  ※1 供給単価（円／㎥）＝給水収益／年間総有収水量(工業用水道事業にあっては料金算定に係るもの）

　　　  ※2 給水原価（円／㎥）＝（経常費用－(受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附帯事業費＋基準内繰入金(水道事業のみ))）／年間総有収水量（工業用水道事業にあっては料金算定に係るもの）

　　　　　　但し、簡易水道事業については下記によるものとする。

　　　　　　ア　地方公営企業法適用企業の場合＝（経常費用－（受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附帯事業費＋基準内繰入金＋減価償却費）＋企業債償還金）／年間総有収水量

　　　　　　イ　地方公営企業法非適用企業の場合＝（総費用－（受託工事費＋基準内繰入金）＋地方債償還金）／年間総有収水量

 　 (2) 下水道事業に係る使用料回収率の算出方法

 　　 ・使用料回収率（％）＝使用料収入／汚水処理費×１００

資本的収入分

収益的収入分

(単位：％)

不良債務比率（法適用）又は
赤字比率（法非適用）

繰
入
金
比
率



（４）収支見通し策定の前提条件

　注１　収支見通しを策定するに当たって、前提として用いた各種仮定（前提条件）について、各区分に従い、それぞれその具体的な考え方を記入すること。

　　２　必要に応じて行を追加して記入すること。

４　その他収支見通し策定に当たって前提
　としたもの

２　他会計繰入金の見込み

３　大規模投資の有無、資産売却等による
　収入の見込み

収支見通し策定に当たっての考え方（前提条件）条件項目

１　料金設定の考え方、料金収入の見込み

当地区については上水道の整備が平成１９年３月末に完了し各世帯に使用量メーターが設置され４月分より徴収しています。芦安地区は高齢者の１人２人暮ら
しの世帯が多く年金での生活者が多数であります。冬季は凍結防止のため水道使用量の増大が見込まれ、住民の負担も増えることが考えられ水道使用量での
料金改定は、各世帯の１年間の水道使用料を算定し検討していかなければなりません。その為、今後は滞納者に対して督促状だけでの請求でしたが直接訪問
し納入してくれるようお願いすることにより料金収入の向上をしていきます。



Ⅳ　経営健全化に関する施策

　処理場の委託業務について平成１７年度から平成18年度にかけて委託料の減額を行った。

　行革大綱に基づき策定した定員適正化計画（集中改革プラン）では、平成２２年４月の一般職の職員数を平成１７年４月の職員数４８２人と比較して
２９人削減（△６．０％）し、４５３人とすることとし、特別行政（教育部門・消防部門）を合わせた職員数についても平成１７年４月の職員数６６３人を４２
人削減（△６．３％）し、６２１人とする計画とした。平成１９年４月現在の一般職の職員数は４６６人、特別行政を加えた職員数は６２８人となっており、
計画は順調に推移しているが、厳しい財政状況を踏まえ、機構改革・事務事業の見直し等をより一層推進することにより、さらなる職員数の適正化を
進めていく方針である。

 本市の給与については、国の人事院勧告を基本として、適正な給与制度の運用を図ることとしている。また、各種諸手当についても、従来の特殊勤
務手当（１５種類）のうち、企業局従事手当を平成１８年度から、保健衛生業務従事手当、社会福祉業務従事手当及び救急救命士業務手当を平成１
９年度から廃止とした。なお、慈恵寮特殊業務手当についても平成２０年度から廃止する方針である。一方、時間外勤務手当については、管理職が
職員に月３０時間以上の時間外勤務を命じた場合にその理由と今後の改善策を提出させ、これが連続した場合はその管理職に対し指導を行うことと
して、この削減を図っている。

　職員給与については、上記のとおり国の人事院勧告に準拠した条例改正等を行うとともに、地域手当についても国の基準に従い支給対象外として
いる。また、勤務実績や成績に基づいた昇給及びその勤勉手当への反映については、平成１７年度及び平成１８年度に条例改正等を行い、国の方
針に沿った制度とした。この改正に伴い、新しい人事評価制度の導入を進めることとし、平成１９年度に制度設計を行った上で、平成２０年度・２１年
度で試行を行い、平成２２年度から新しい評価制度を実施していく方針である。

　本市の技能労務職員は、平成１９年４月現在２３人で、調理員１４人、学校用務員３人、その他６人となっている。給料表は、国の行政職二表を使用
し、これに基づき適正な運用を図っている。平成１９年４月現在の平均給与額は、国と同じ基準で算出して２７４，３００円(平均年齢５１．６歳）であり、
国、山梨県及び類似団体等と比較して下回っている状況である。今後においても、引き続き給与の適正化を堅持していく方針である。

　退職時の特昇等については、定年退職者特昇を平成１７年度から、早期等退職勧奨者特昇を平成１８年度からそれぞれ廃止した。

　本市では、山梨県市町村共済組合に加盟しているため、この組合の中で事業主負担割合の適正化を進めている状況である。また、地方公務員法
第４２条に基づく職員の保健、元気回復のための事業を行っている職員互助会活動については、昨今の地方自治体の互助会活動に対する市民の
厳しい指摘を踏まえ、事業内容が過度とならないよう適正な事業執行を行っている。

項　　　　目 具　体　的　内　容

本市では、平成１７年３月に行政改革大綱を策定し、この中で定員管理と給与の適正化を速やかに進めることとした上で、この大綱に基づき平成１７
年から平成２１年までの５年間の具体的な実施計画（集中改革プラン）を定め、職員数の計画的な削減や各種手当の総点検をはじめとする人件費の
削減を進めることとしている。

１　行革推進法を上回る職員数の純減や人件
　費の総額の削減

○　地方公務員の職員数の純減の状況

○　給与のあり方

◇　国家公務員の給与構造改革を踏
　まえた給与構造の見直し、地域手
　当のあり方

◇　技能労務職員に相当する職種に
　従事する職員等の給与のあり方

◇　退職時特昇等退職手当のあり方

◇　福利厚生事業のあり方

２　物件費の削減、指定管理者制度の活用等
　民間委託の推進やＰＦＩの活用等

○　維持管理費等の縮減その他経営効率
　化に向けた取組

○　指定管理者制度の活用等民間委託の
　推進やＰＦＩの活用



Ⅳ　経営健全化に関する施策（つづき）

　注１　上記区分に応じ、「Ⅱ 財務状況の分析」の「経営課題」に掲げた各課題に対応する施策を具体的に記入すること。その際、どの課題に対応する施策か明らかとなるよう、Ⅱに付した

　　　課題番号を引用しつつ、記入すること。

　　２　上記に記入した各種施策のうち、当該取組の効果として改善額の算出が可能な項目については、「Ⅴ 繰上償還に伴う経営改革効果」の「年度別目標等」にその改善額を記入すること。

　　　なお、当該改善額が対前年度との比較により算出できない項目（資産売却収入・工事コスト縮減など）については、当該改善額の算出方法も併せて上記各欄に記入すること。

　　３　必要に応じて行を追加して記入すること。

情報提供の範囲、内容、手段、ニーズの把握について総合的に検討し、施策に対する理解を得る情報提供をしていく。

現在南アルプス市として導入を検討している。

当地区については上水道の整備が平成１９年３月末に整備完了し４月より使用料金の徴収を行っております。芦安地区は高齢者の１人２人暮らしの
世帯が多く年金での生活者が多数であります。冬季については凍結防止のため水道水を少量出している家庭も多いことなどにより負担額も増大する
ため水道水使用量に応じた下水使用料金改定については困難であると考えられます。

具　体　的　内　容

○　経営健全化や財務状況に関する情報
　公開

４　経営健全化や財務状況に関する情報公開
　の推進と行政評価の導入

○　行政評価の導入

５　その他 現在使用料回収率については、高い水準にあるため今後も引き続き継続していく。

３　コスト等に見合った適正な料金水準への
　引上げ、売却可能資産の処分等による歳入
　の確保

○　料金水準が著しく低い団体にあって
　は、コスト等に見合った適正な料金水
　準への引き上げに向けた取組

項　　　　目



Ⅴ　繰上償還に伴う経営改革促進効果
１　主な課題と取組み及び目標

　注１　上記各項目には、Ⅱで採り上げた経営課題に対応する取組としてⅣに掲げた経営健全化に関する施策のうち、それぞれ各項目に該当するものについて、その対応関係が分かるように記入すること。

　　２　必要に応じて行を追加して記入すること。

２　年度別目標等　　※ 次頁以下（１）から（５）までの各事業別様式を参考に、以下の考え方に沿って策定すること。

（各事業共通留意事項）

　１．次頁以下の各事業別様式は、「年度別目標」を策定するに当たって参考となるよう例示的な様式を示したものであり、２に掲げた項目以外は必ずしも全ての項目に記入を要するものではなく、各団体の各事業の

　　状況にあわせて記入可能な項目のみ記入し又は独自の取組に応じた項目を立てて記入することは差し支えないものであること。

　２．各事業別様式は参考例示ではあるが、各様式中の「目標又は実績」欄の項目のうち、職員数、行政管理経費（人件費、物件費、維持補修費等）に該当する項目並びに累積欠損金比率及び企業債現在高は、年度別

　　目標策定に際して必須項目とされているので漏れがないよう留意すること。なお、これらの項目のうち、職員数、行政管理経費については、各団体(事業)の取組状況に応じて、適宜、細分化（例：職員数→職種別

　　に区分、正職員と臨時職員とを分離計上等）することは差し支えないこと。

　３．「目標又は実績」欄の項目中、「職員数」については、前年度との比較によりその増減数を各年度の「増減数」欄に計上するとともに、計画期間中の「増減数」の合計は「計画合計」欄に計上し、計画前５年間

　　の「増減数」の合計は「計画前５年間実績」欄に計上すること。

　４．「目標又は実績」欄の項目の見直し施策実施に係る「改善額」は、原則として、当該見直し施策実施年度の前年度との比較により算出し、その改善効果がその後も継続するものとして、その後の各年度の改善額

　　を計上すること。

　５．４による「改善額」が対前年度との比較により算出できない項目、その改善効果が単年度に限られる項目（資産売却益、工事コスト縮減等）については、当該改善額のみ当該見直し施策の実施年度の「改善額」

　　欄に計上すること。またその場合の改善額の算出方法について、Ⅳの当該施策に係る「具体的内容」欄に併せて記入すること。

　６．計画期間中に実施した見直し施策に係る「改善額」の合計については「計画合計」欄に計上すること。また、計画前５年間に実施した見直し施策に係る「改善額」の合計については「計画前５年間実績」欄に

　　計上すること。

　７．「改善額　合計」欄及び「計画前５年間改善額　合計」欄には、それぞれの期間に係る人件費（退職手当以外の職員給与費）その他改善額を計上することが可能なものの合計（「計画合計」及び「計画前５年間

　　実績」それぞれの合計）を記入すること。その際、同一項目に係る内訳に相当するもの等を重複計上することのないよう留意すること。

　８．「(参考) 補償金免除額」欄に記入する「補償金免除額」とは、計画提出前の一定基準日の金利動向に応じて算出された予定額（補償金免除(見込)額）であり、Ⅰの「５ 繰上償還希望額等」に記入した「旧資金

　　運用部資金」の「繰上償還希望額」に対応する「補償金免除額」の「合計」欄の額を転記すること。

　９．以上の他、各事業別様式において、記入を求められている経営指標その他の項目等については各事業別様式の指示（留意事項）に従うこと。

　10．必要に応じて行を追加して記入すること。

課　題

１　職員数の純減や人件費の総額の削減

２　経営効率化や料金適正化による繰越欠損金の解消等

３　一般会計等からの基準外繰出しの解消等

４　その他

取　組　み　及　び　目　標

職員数０名であり削減は不可能であります。



Ⅴ　繰上償還に伴う経営改革促進効果（つづき）
２　年度別目標等
（５）下水道事業

区分
平成14年度

（計画前５年度）
（決算）

平成15年度
（計画前４年度）

（決算）

平成16年度
（計画前３年度）

（決算）

平成17年度
（計画前々年度）

（決算）

平成18年度
（計画前年度）
（決算見込）

計画前５年間
実　績

平成19年度
（計画初年度）

平成20年度
（計画２年度）

平成21年度
（計画３年度）

平成22年度
（計画４年度）

平成23年度
（計画５年度）

計画合計

処理区域内人口（人） 465 440 426 426 426 426 426 426 426 426
増減 -25 -14 0 0 -39 0 0 0 0 0 0

水洗便所設置済人口（人） 356 359 359 359 359 359 359 359 359 359
増減 0.84 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水洗化率（％） 77 82 84 84 84 84 84 84 84 84
増減 6.49 2.44 0 0 0 0 0 0 0 0

有収水量（㎥） 72,000 71,000 71,000 71,000 71,000 71,000 71,000 71,000 71,000 71,000
増減 -1.39 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用料単価（円/㎥） 56 67 63 59 63 63 63 63 63 63
増減 19.64 -5.97 -6.35 6.78 0 0 0 0 0 0

料金改定率（％）
増減 0

収納率（％） 88.63 93.78 90.63 83.91 84.49 84.51 84.53 84.55 84.56 84.58
増減 5.15 -3.15 -6.72 0.58 0.02 0.02 0.02 0.01 0.02 0.09

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
増減 0

職員１人当たりの営業収益（千円） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
増減 0

職員数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
増減 0

管理運営費（千円） 42,303 33,455 31,398 25,205 22,236 22,236 22,236 22,236 22,236 22,236
増減 -20.92 -6.15 -19.72 -11.78 0 0 0 0 0 0

処理区域内人口１人当たりの管理運営費(千円) 91 76 74 59 52 52 52 52 52 52
増減 -16.48 -2.63 -20.27 -11.86 0 0 0 0 0 0

汚水処理原価（円/㎥） 588 471 442 355 313 313 313 313 313 313
増減 -19.90 -6.16 -19.68 -11.83 0 0 0 0 0 0

汚水処理原価（維持管理費）（円/㎥） 162 112 141 120 110 110 110 110 110 110
増減 -30.86 25.89 -14.89 -8.33 0 0 0 0 0 0

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
増減 0

 使 用 料  回 収 率 (％) 9.5 14.2 14.3 16.6 20.1 20.1 20.1 20.1 20.1 20.1
増減 49.47 0.70 16.08 21.08 0 0 0 0 0

増減
192 168 154 144 136 130 122 111 104 97

増減 -12.50 -8.33 -6.49 -5.56 -4.41 -6.15 -9.02 -6.31 -6.73

 使 用 料 収 入 4,023 4,756 4,495 4,199 4,453 4,454 4,455 4,456 4,457 4,458

 改 善 額 1 1 1 1 1 5

①有収水量の増加

②使用料の適正化

③収納率の向上 1 1 1 1 1 5

 その他④（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 改 善 額

 管 理 運 営 費 42,303 33,455 31,399 25,205 22,236 20,360 27,362 38,637 21,252 21,578

うち職員給与費中の退職手当を除いたもの 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 改 善 額 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

⑤職員給与費の適正化

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

うち職員給与費中の退職手当

 その他⑥（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 改 善 額

1,000 5,005

3,000

　（収入の確保及び経営の効率化に向けた取組みについて）

○ 使用料適正化の考え方　　・・・・・・・・・・　　　水道使用量による料金改定が現状では、困難であるため、滞納者に個別訪問し収納率を向上する。

○ 民間委託の取組状況　　・・・・・・・・・・　　　　処理場委託業務についてH17～18年度にかけて委託料の減額を行った。

○ その他に記載された項目に関する取組等

（参考）補償金免除額

改 善 額　　合　計計画前５年間改善額　合計

○計画前年度において使用料単価１５０円/㎥（20㎥当たり3,000円）未満（処理原価が150円/㎥未満の場合は処理原価未満）の事業にあっては、下記に使用料適正化の考え方を記載し、当該適正化による増収額
　 を②に記載すること。

収
入
の
確
保

③

経
営
の
効
率
化

○「収入の確保」その他④の例：未利用地の売却、資産の有効利用（用地等の貸付）、再生水の販売収入など（記入単位は百万円とするが、会計規模により千円単位でも可とする。）

（使用料収入／有収水量）　　Ｅ

（料金改定実施年度に記載）　　Ｆ

②

⑤

Ｇ

Ｈ

目標又は実績

Ａ

Ｂ

Ｃ

①

Ｄ

④

　 維持管理費（上記以外）の適正化
　　（　　　　処理場の見直し　　　　　）

Ｍ

（E／K×1,000）　　　　　　

（汚水処理経費(維持管理費)／有収水量）    L

Ｉ

（Ｉ／Ａ）　　Ｊ

（汚水処理経費／有収水量）　Ｋ

 累 積 欠 損 金 比 率 （％）

経
営
の
効
率
化

収
入
の
確
保

⑥

○「経営の効率化」その他⑥の例：建設コストの縮減（上下水共同施工の実施、工法の見直し・技術開発の促進など。建設改良費の抑制は除く。）、電気・機械設備等の計画的修繕による長寿命化など（記入単位は
　 百万円とするが、会計規模により千円単位でも可とする。）

 企 業 債 現 在 高 （百万円）


